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第２章では、S 波速度と P 波速度の関係を、日本全国で行われた PS 検層結果を用い
て評価し、既往の P 波速度換算式と比較している。既往の換算式は PS 検層結果と概ね
よい対応を示したが、表現できない部分も見られた。そこで地表面から地震基盤まで







第３章では、K-NET 築館・K-NET 古川・K-NET 鉾田・KiK-net 岩瀬の周辺に臨時余震









測点で最大加速度が数 gal にも満たないような微小地震の HVR を計算し、微動 HVR や
中小地震の HVR との比較を行っている。その結果、微小地震の持つエネルギー量と後
続の微動のエネルギー量の比率や地震計の感度により、使用する観測波形の継続時間
と周波数範囲に注意が必要だが、微小地震動 HVR は通常の地震動 HVR とよく似た形状





KiK-net 観測データを分類した結果、地表 HVR には大加速度による地盤非線形の影響が























数に対応する P 波速度構造の同定に関して検討を加えている。HVR とその逆数の VHR
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